
　

東
京
都
計
量
協
会
は
6
月

3
日
、
新
宿
区
市
谷
本
村
町

4−

1
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ヒ

ル
市
ヶ
谷
で
2
0
1
9
年
度

（
令
和
元
年

度
）
定
時
総

会
を
開
催
し

た
。

　

議
題
は
2

0
1
8
年
度

（
平
成　

年
30

度
）
事
業
報

告
、
同
収
支

決
算
報
告
お

よ
び
任
期
満

了
に
と
も
な

う
理
事
・
監

事
の
選
任
。

　

ま
た
、
2

0
1
8
年
度

（
平
成　

年
30

度
）
公
益
目
的
支
出
計
画
実

施
報
告
、2
0
1
9
年
度（
令

和
元
年
度
）
事
業
計
画
お
よ

び
同
収
支
予
算
の
報
告
が

あ
っ
た
。

　

今
後
の
重
点
的
な
事
項
と

し
て
、
東
京
都
計
量
検
定
所

と
お
茶
の
水
女
子
大
学
附
属

小
学
校
と
共
同
し
、
小
学
生

に
「
重
さ
」
お
よ
び
「
長
さ
」

な
ど
を
体
験
し
て
も
ら
う
機

会
を
提
供
す
る
「
ジ
ュ
ニ
ア

計
量
学
校
」
用
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

作
成
し
普
及
啓
発

活
動
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
く
と
の

報
告
が
な
さ
れ

た
。

　

来
賓
と
し
て
、

下
村
東
京
都
計
量

検
定
所
検
定
課

長
、
日
本
計
量
振

興
協
会
河
住
春
樹

専
務
理
事
、
日
本

計
量
機
器
工
業
連
合
会
小
島

孔
常
務
理
事
、
日
本
科
学
機

器
協
会
矢
澤
英
人
会
長
、
全

国
計
量
器
販
売
事
業
者
連
合

会
加
藤
覚
事
務
局
長
、
東
京

都
計
量
証
明
事
業
協
会
梅
林

政
徳
会
長
、
日
本
硝
子
計
量

器
工
業
協
同
組
合
横
山
守
二

理
事
長
、
計
量
器
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
協
会
石
井
康
二
会

長
、
東
京
計
量
士
会
大
岡
紀

美
子
副
会
長
、
日
本
計
量
新

報
社
高
松
宏
之
編
集
部
長
の

臨
席
が
あ
っ
た
。
会
員
は　
40

名
が
参
加
。

　

総
会
終
了
後
は
恒
例
の
懇

親
パ
ー
テ
ィ
が
あ
り
、
和
や

か
な
情
報
交
換
会
と
な
っ

た
。

■
2
0
1
9
年
度
（
令
和
元

年
度
）
定
時
総
会
開
催

　

東
京
都
計
量
協
会
の
計
量

管
理
研
究
部
会
は
、　

年（
令

19

和
元
年
）
5
月　

日　

、　

24

（金）

15

時
よ
り　

年
度
（
令
和
元
年

19

度
）定
時
総
会
を
開
催
し
た
。

【
議
題
】
▽　

年
度
（
平
成

18

　

年
度
）
事
業
報
告 
▽　

年

30

18

度
（
平
成　

年
度
）
収
支
決

30

算
報
告 
▽
監
査
報
告 
▽　
19

年
度
（
令
和
元
年
度
）
事
業

計
画 
▽　

年
度
（
令
和
元
年

19

度
）
収
支
予
算 
▽
役
員
の
改

選
　
　

年
度
（
平
成　

年
度
）

18

30

東
京
計
量
士
会

■
第　

回
（
平
成　

年
度
）

20

31

定
時
総
会

　

東
京
計
量
士
会
は
第　

回
20

2
0
1
9
年
度
（
平
成　

年
31

度
）定
時
総
会
を
5
月　

日
、

17

T
K
P
東
京
駅
セ
ン
ト
ラ
ル

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー

（
東
京
都
中
央
区
八
重
洲
1

−

8−

　

）
に
お
い
て
開
催

16

し
た
。
出
席
者
は　

名
。
来

40

賓
と
し
て
、
東
京
都
計
量
検

定
所
荒
木
誠
所
長
、
日
本
計

量
振
興
協
会
村
松
徳
治
常
務

理
事
、
日
本
計
量
史
学
会
内

川
恵
三
郎
会
長
、
東
京
都
計

量
協
会
清
宮
貞
雄
会
長
、
同

竹
内
芳
和
総
務
部
長
、
同
物

江
稔
事
務
局
長
、
日
本
硝
子

計
量
器
工
業
協
同
組
合
横
山

守
二
理
事
長
、
日
本
計
量
器

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会
石
井

康
二
会
長
お
よ
び
日
本
計
量

新
報
社
高
松
宏
之
編
集
部
長

が
臨
席
さ
れ
た
。

　

議
題
は
第
1
号
議
案
「
2

0
1
8
年
度（
平
成　

年
度
）

30

事
業
報
告
」、
第
2
号
議
案

「
同
収
支
決
算
報
告
」、「
同

監
査
報
告
」、
第
3
号
議
案

「　

年
度
（
平
成　

年
度
）

19

31

事
業
計
画
（
案
）」、

第
4
号
議
案
「
同
収

支
予
算
（
案
）」
を
審

議
し
原
案
ど
お
り
承

認
さ
れ
た
。

　

今
年
度
の
事
業
計

画
に
つ
い
て
は
、
自

動
は
か
り
の
「
指
定

検
定
機
関
制
度
」
に

よ
る
検
定
の
導
入
、

新
制
東
京
計
量
士
会

発
足　

周
年
等
を
踏

20

ま
え
、「
6
つ
の
柱
」
か
ら
成

り
立
っ
て
い
る
。

1
、
会
務
組
織
・
施
策
等
の

検
討
、
強
化
▽
会
員
の
加
入

促
進
、
財
政
の
確
立
、
各
部

会
の
充
実
強
化
▽
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
活
用
、
充
実
強
化

▽
設
立　

周
年
記
念
事
業
の

20

確
立
▽
計
量
士
の
力
量
向
上

に
資
す
る
施
策
の
研
究
、
検

討2
、
研
修
会
等
の
開
催
、
協

力
事
業
の
参
加
▽
計
量
技
術

研
修
会
、
優
良
事
業
所
・
計

量
施
設
等
研
修
見
学
会
の
開

催3
、
検
査
事
業
の
運
営
強

化
、
推
進
▽
計
量
管
理
受

託
事
業
と
検
査
校
正
事
業

の
拡
充
強
化

4
、
情
報
交
換
・
提
供
に

関
す
る
事
業
▽
「
東
京
計

量
士
会
会
報
」
の
発
行
、

配
付

5
、
関
係
行
政
機
関
・
団

体
等
と
の
協
力
、
参
加
▽

計
量
記
念
日
事
業
の
協

力
、
参
加
▽
出
前
計
量
教
室

の
協
力
、
参
加

6
、
顕
彰
に
関
す
る
事
業
▽

計
量
関
係
功
労
者
の
表
彰

　

ま
た
、
今
年
度
は
役
員
改

選
の
年
で
あ
り
、
小
林
会
長

以
下　

名
の
役
員
が
承
認
さ

25
れ
た
。

　

続
い
て
お
こ
な
わ
れ

た
、
計
量
功
労
者
表
彰
式

に
お
い
て
、
入
会
以
来　
10

年
以
上
の
長
き
に
わ
た
り

在
籍
さ
れ
、
会
に
貢
献
し

た
、
東
京
都
計
量
協
会
の

増
山
隆
一
氏
、
大
濱
友
章

氏
の
2
名
の
方
に
、
小
林

会
長
か
ら
永
年
感
謝
状
が

授
与
さ
れ
た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
懇
親
会

が
お
こ
な
わ
れ
、
会
員
相
互

の
親
睦
が
図
ら
れ
た
。

日
本
硝
子
計
量
器

工
業
協
同
組
合

2
0
1
9
年
4
月
▽　

日
＝

12

理
事
会
開
催
。
3
月
理
事
会

議
事
録
の
確
認
、　

年
度（
平

18

成　

年
度
）事
業
決
算
報
告
・

30

　

年
度
（
令
和
元
年
度
）
事

19業
予
算
計
画
に
つ
い
て
、
出

前
教
室
実
施
状
況
報
告
。

▽　

日
＝
組
合
会
計
監
査
。

16
5
月
▽　

日
＝
理
事
会
開

10

催
。
4
月
理
事
会
議
事
録
の

確
認
、　

年
度
（
平
成　

年

18

30

度
）
事
業
決
算
報
告
・　

年
19

度
（
令
和
元
年
度
）
事
業
予

算
計
画
に
つ
い
て
、
監
査
報

告
に
つ
い
て
、「
中
小
企
業
P

L
保
険
制
度
」
に
つ
い
て
。

▽　

日
＝
東
京
計
量
士
会
総

17
会
出
席
。

▽　

日
＝
日
本
計
量
機
器
工

22
業
連
合
会
総
会
出
席
。
計
量

機
器
事
業
振
興
功
労
者
表
彰

が
お
こ
な
わ
れ
、
日
本
計
量

器
工
業
丹
羽
継
治
氏
が
受

賞
。

▽　

日
＝
日
本
硝
子
計
量
器

28

工
業
協
同
組

合
第　

次
通

68

常
総
会（
グ
ラ

ン
ド
ヒ
ル

市
ヶ
谷
）　

年
18

度（
平
成　

年
30

度
）
事
業
報

告
・
決
算
報

告
、　

年
度
（
令
和
元
年
度
）

19

事
業
計
画
・
収
支
予
算
計
画
。

▽　

日
＝
日
本
計
量
振
興
協

30
会
総
会
出
席
。
日
計
振
協
会

会
長
表
彰
が
お
こ
な
わ
れ
、

横
田
計
器
製
作
所
横
田
賢
亮

氏
が
受
賞
。

▽　

日
＝
東
京
都
中
小
企
業

31
団
体
中
央
会
総
会
出
席
。

部
会
・
団
体

だ
よ
り

No.267
2
0
1
9
年
度
定
時
総
会
開

2
0
1
9
年
度
定
時
総
会
開
催催

6
月
3
日
、ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
で

都計協

東京都計量協会総会のようす

清宮会長

東
京
都
計
量
協
会

計
量
管
理
研
究
部
会
報
告

東京計量士会総会のようす

事
業
報
告
と
収
支
決
算
報
告

は
、
例
年
通
り
2
大
事
業
で

あ
る
適
正
計
量
管
理
主
任
者

養
成
講
習
会
と
計
量
管
理
強

調
月
間
「
標
語
」
の
選
出
お

よ
び
短
冊
の
作
成
・
配
布
を

含
む
全
事
業
が
計
画
通
り
の

進
行
で
あ
っ
た
こ
と
が
示
さ

れ
た
。

■
2
0
1
9
年
度
（
令
和
元

年
度
）
上
半
期
の
事
業
予
定

▽
4
月　

日
＝
第
1
回
運
営

19

会
議
開
催
▽
5
月　

日
＝
2

24

0
1
9
年
度
定
時
総
会
開
催

▽
6
月　

日
＝
第
2
回
運
営

21

会
議
開
催
▽
7
月　

日　

＝

12

（金）

適
正
計
量
管
理
主
任
者
養
成

講
習
会
（
生
産
関
係
）
開
催

予
定
▽
9
月　

日　

＝
第
3

20

（金）

回
運
営
会
議
開
催
予
定
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日本硝子計量器工業協同組合の
総会のようす

計
量
器
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会

令
和
元
年
度
定
時
総
会
を
開
く

第
1
回
技
術
研
修
会
を
開
催
し
た

　

計
量
器
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

協
会
の
2
0
1
9
年
度
（
令

和
元
年
度
）
定
時
総
会
お
よ

び
2
0
1
9
年
度
（
令
和
元

年
度
）
第
1
回
技
術
研
修
会

は
、
6
月　

日
の
午
後
、
東

14

京
都
千
代
田
区
麹
町
の
計
機

健
保
会
館
6
階
大
会
議
室
で

開
催
さ
れ
た
。

　

当
日
は
、　

時
か
ら
第
1

14

回
技
術
研
修
会
（
講
演
会
）

が
開
催
さ
れ
、
菓
子
メ
ー

カ
ー
ブ
ル
ボ
ン
の
計
量
士
で

あ
る
黒
坂
篤
志
氏
を
講
師
に

招
き
、「
計
量
管
理
と
収
益
性

の
改
善
」
を
演
題
に
、
興
味

深
い
講
演
が
さ
れ
た
。

　

つ
づ
い
て　

時　

分
か
ら

15

45

定
時
総
会
を
開
き
、
2
0
1

8
年
度
（
平
成　

年
度
）
活

30
動
報
告
お
よ
び

収
支
会
計
報
告

を
承
認
し
、2
0

1
9
年
度（
令
和

元
年
度
）事
務
事

業
計
画
お
よ
び

収
支
予
算
を
可

決
し
た
。

　

ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
ホ
テ
ル
の
中

華
レ
ス
ト
ラ
ン
に
会
場
を
移

し
て
、
懇
親
会
を
開
い
た
。

技術研修会のようす

計コン総会のようす

お
知
ら
せ
と
お
願
い

　

こ
の「
特
集
・
と
う
き
ょ
う

の
計
量
」は
隔
月（
偶
数
月
）に

発
行
し
、東
京
都
計
量
協
会
の

会
報
に
代
わ
る
も
の
と
し
て

全
会
員
に
配
布
し
て
お
り
ま

す
。会
員
皆
様
の
ご
投
稿
・
ご

意
見
・
ご
質
問
の
ほ
か
、
各

部
会
等
の
動
き
な
ど
是
非
お

寄
せ
下
さ
る
よ
う
、
ご
支
援

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
編
集
委
員
（　

音
順
）】

50

▽
石
井
康
二
▽
高
田
慎
吾
▽

高
松
宏
之
▽
竹
内
芳
和
▽
竹

添
雅
雄
▽
田
中
正
憲
▽
奈
良

広
一
▽
物
江
稔
▽
山
本
研
一

▽
横
山
守
二
▽
吉
田
勝

（
一
社
）
東
京
都
計
量
協
会

緯

0
3
―
6
6
6
6
―

8
9
6
0



　

東
京
都
計
量
検
定
所
で
は

計
量
制
度
の
普
及
啓
発
事
業

の
一
環
と
し
て
、
計
量
検
定

所
の
業
務
を
広
く
周
知
す
る

た
め
、
毎
年
恒
例
の
夏
の
イ

ベ
ン
ト「
親
子
は
か
り
教
室
」

と
「
計
量
展
示
室
の
特
別
展

示
」
を
次
の
と
お
り
実
施
す

る
。

　

親
子
は
か
り
教
室

（1）
　

夏
休
み
の
ひ
と
時
を
親
子

で
体
験
す
る
参
加
型
イ
ベ
ン

ト
。次
の
計
量
器
の
工
作
や
、

一
般
都
民
の
目
に
は
触
れ
る

機
会
が
少
な
い
特
定
計
量
器

の
検
定
・
検
査
施
設
の
見
学

を
通
し
て
、
計
量
制
度
お
よ

び
検
定
所
業
務
の
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
。

①
計
量
器
の
工
作
＝
「
棒
は

か
り
」
の
組
み
立
て
と
完
成

後
の
確
認
（
分
銅
で
動
作
確

認
後
、
い
ろ
い
ろ
な
物
を
測

定
）
を
体
験

②
特
定
計
量
器
の
検
定
･
検

査
施
設
の
見
学
＝
質
量
計
、

温
度
計
、
体
温
計
、
騒
音
計

お
よ
び
振
動
レ
ベ
ル
計
等
の

検
定
・
検
査
施
設
の
見
学
と
、

各
施
設
に
お
い
て
検
定
検
査

の
体
験
や
ク
イ
ズ
等
を
実
施

【
日
時
】
第
1
回
：
8
月
6

日　

、
第
2
回
：
8
月
7
日

（火）

　

、第
3
回
：
8
月
8
日　

、

（水）

（木）

い
ず
れ
も　

時　

分
か
ら　

13

30

16

時
ま
で

【
対
象
】
都
内
在
住
の
小
学

生
と
保
護
者
。
各
回
と
も　
21

組　

名
（
合
計　

組
1
2
6

42

63

名
）、応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選

【
申
込
方
法
】
往
復
は
が
き

ま
た
は
メ
ー
ル
に
住
所
・
氏

名
（
保
護
者
と
小
学
生
、
小

学
生
の
ふ
り
が
な
）・
学
年
・

電
話
番
号
と
第
1
、
第
2
希

望
日
を
記
入
の
う
え
7
月　
10

日　

ま
で
に
計
量
検
定
所
へ

（火）
郵
送
（
当
日
消
印
有
効
）

【
参
加
者
の
決
定
】
7
月
下

旬
に
申
込
者
全
員
に
通
知

　

計
量
展
示
室
の
特
別
展
示

（2）
　

計
量
検
定
所
2
階
の
計
量

展
示
室
に
お
い
て
、
夏
休
み

期
間
に
「
メ
ー
ト
ル
・
キ
ロ

グ
ラ
ム
の
は
じ
ま
り
」
を

テ
ー
マ
に
特
別
展
示
を
実

施
。
来
場
者
に
は
、
日

本
計
量
新
報
に
1
9
5

9
年
（
昭
和　

年
）
6

34

月
8
日
か
ら
8
月　

日
17

ま
で　

回
連
載
さ
れ
た

11

「
メ
ー
ト
ル
法
の
起
源

（
ア
ン
リ
・
モ
ロ
ー
著
、

高
田
誠
二
訳
）」
を
配

だ
と
驚
い
た
。
知
ら
な
い
言

葉
も
出
て
き
た
け
ど
面
白

か
っ
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。」（
4
年
）、「
お
話

が
よ
く
わ
か
っ
た
し
、
お
も

し
ろ
か
っ
た
。
工
作
も
楽
し

く
て
た
め
に
な
っ
た
し
、
最

高
だ
っ
た
！
ま
た
作
り
た
い

で
す
。」（
5
年
）、「
棒
は
か

り
は
初
め
て
見
た
し
初
め
て

作
っ
た
け
ど
す
ご
く
楽
し

か
っ
た
。
誤
差
が
な
い
の
で

ビ
ッ
ク
リ
。
今
日
の
授
業
で

初
め
て
物
を
計
る
の
が
楽
し

い
と
感
じ
た
。」（
6
年
）
な

ど
の
感
想
が
あ
っ
た
。

　

今
年
度
も
次
の
と
お
り
実

施
し
て
い
く
。

【
実
施
期
間
】
2
0
1
9
年

（
令
和
元
年
）
6
月
か
ら
2

0
2
0
年
（
令
和
2
年
）
2

月
ま
で
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
〒
1
3

6−

0
0
7
5
、
江
東
区
新

砂
3−

3−

　

、
東
京
都
計

41

量
検
定
所
管
理
指
導
課
企
画

調
整
担
当
＝
電
話
0
3−

5

6
1
7−

6
6
4
3

の
重
さ
調
べ
」（
商
品
内
容
量

の
考
え
と
そ
の
計
量
方
法
の

お
話
）
の
4
授
業
を
お
こ

な
っ
て
い
る
。

　

昨
年
度
は
、　

校　

ク
ラ

14

22

ス
（
6
学
年　

ク
ラ
ス
、
5

11

学
年
3
ク
ラ
ス
、
4
学
年
8

ク
ラ
ス
の
計
9
0
7
名
）
で

実
施
し
、内
容
別
内
訳
は「
い

ろ
ん
な
温
度
を
は
か
ろ
う
」

8
ク
ラ
ス
、「
棒
は
か
り
を
つ

く
ろ
う
」　

ク
ラ
ス
、「
売
っ

12

て
い
る
物
の
重
さ
調
べ
」「
計

量
単
位
の
は
な
し
」
が
各
1

ク
ラ
ス
で
あ
っ
た
。

　

終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
先
生
の
8
割
か
ら
「
全

体
の
内
容
が
良
か
っ
た
」、児

童
の
8
割
か
ら
「
面
白
か
っ

た
」
と
好
評
だ
っ
た
。
感
想

で
は
、
先
生
か
ら
「
計
量
単

位
の
歴
史
や
生
活
の
中
で
計

量
が
多
く
の
場
面
で
役
立
っ

て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。」、「
児
童
が
自

分
で
作
っ
た
は
か
り
で
と
て

も
楽
し
そ
う
に
重
さ
を
比
べ

て
い
た
。
子
供
た
ち
の
輝
い

た
眼
は
印
象
的
だ
っ
た
。
気

づ
き
を
大
切
に
授
業
を
進
め

て
い
こ
う
と
あ
ら
た
め
て

思
っ
た
。」
な
ど
、
児
童
か
ら

は
「
初
め
て
温
度
計
を
作
っ

て
み
て
自
分
で
も
作
れ
る
ん

布
。

【
特
別
展
示
期
間
】
8
月
1

日　

～　

日　
　

時
～　

時

（木）

30

（金）
10

16

（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を
除

く
）
※
事
前
申
込
み
不
要

　

実
施
場
所
（
親
子
は
か
り

（3）教
室
、
計
量
展
示
室
の
特
別

展
示
共
通
）

〒
1
3
6−

0
0
7
5
、
江

東
区
新
砂
3−

3−

　

、
東

41

京
都
計
量
検
定
所
（
地
下
鉄

東
西
線
南
砂
町
駅
3
番
出
口

下
車
徒
歩
5
分
）

　

問
い
合
わ
せ
先

（4）東
京
都
計
量
検
定
所
管
理
指

導
課
企
画
調
整
担
当
＝
電
話

0
3−

5
6
1
7−

6
6
4

3
、メ
ー
ル
：S

0000584

@
se
ctio
n
.m
e
tro
.to

k
y
o.jp

　

出
前
計
量
教
室
は
、
小
学

校
児
童
に
対
す
る
計
量
制
度

の
普
及
啓
発
と
計
量
関
係
の

教
育
サ
ポ
ー
ト
を
目
的
と
し

て
、
計
量
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト

の
計
量
士
（
東
京
計
量
士
会

所
属
）
が
小
学
校
へ
出
向
い

て
毎
年
実
施
し
て
い
る
。
こ

の
教
室
で
は
、座
学
で
の供
は

か
る
こ
と
僑
に
つ
い
て
の
解

説
と
簡
単
な
計
量
器
の
工
作

等
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　

対
象
校
は
都
内
公
立
小
学

校
で
、
募
集
は
東
京
都
教
育

庁
を
通
じ
お
こ
な
っ
て
い

る
。
実
施
は
、
東
京
都
計
量

検
定
所
が
主
体
で
、
東
京
都

計
量
協
会
、東
京
計
量
士
会
、

計
量
器
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協

会
お
よ
び
日
本
硝
子
計
量
器

工
業
協
同
組
合
の
4
者
が
協

力
支
援
し
て
い
る
。

　

実
施
内
容
は
、
①
「
い
ろ

ん
な
温
度
を
は
か
ろ
う
」（
寒

暖
計
の
工
作
と
温
度
測
定
体

験
）、
②
「
棒
は
か
り
を
つ
く

ろ
う
」（
は
か
り
の
工
作
お
よ

び
質
量
測
定
体
験
）、
③
「
単

位
計
量
の
話
」（
1
メ
ー
ト
ル

の
起
源
な
ど
を
中
心
と
し
た

単
位
の
歴
史
や
雑
学
な
ど
の

お
話
）、
④
「
売
っ
て
い
る
物

夏
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

親
子
は
か
り
教
室
と
計
量
展
示
室
の
特
別
展
示

都検定所

出
前
計
量
教
室
を
実
施

6
月
〜
来
年
2
月
ま
で

施設見学（昨年度）

はかりの工作（昨年度）

以前の出前教室のようす
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東
京
都
計
量
検
定
所
で

は
、
消
費
生
活
に
欠
か
す
こ

と
が
で
き
な
い
食
料
品
を
中

心
と
し
て
、
小
売
店
な
ど
で

販
売
し
て
い
る
商
品
が
正
し

く
量
ら
れ
表
示
さ
れ
て
い
る

か
、
立
入
検
査
を
実
施
し
て

い
る
。
特
に
、
商
品
流
通
が

多
く
な
る
夏
期
お
よ
び
年
末

期
に
向
け
て
は
、
集
中
的
に

検
査
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　

今
年
度
、
夏
期
の
立
入
検

査
を
次
の
と
お
り
お
こ
な

う
。

■
検
査
の
概
要

【
実
施
期
間
】
2
0
1
9
年

（
令
和
元
年
）
6
月
3
日　
（月）

か
ら
7
月
8
日　

ま
で

（月）

【
実
施
規
模
等
】
▽
検
査
対

象
事
業
所
＝
都
内
の
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
一
般
小

売
店
、
食
品
製
造
所
な
ど

【
検
査
内
容
】
食
肉
、
魚
介
、

野
菜
、
惣
菜
等
の
内
容
量
を

表
示
し
て
販
売
さ
れ
る
商
品

に
つ
い
て
、
計
量
法
に
基
づ

き
次
の
検
査
を
お
こ
な
う
。

▽
内
容
量
の
検
査
＝
表
示
さ

れ
た
内
容
量
が
、
実
際
の
内

容
量
と
比
較
し
て
、
計
量
法

で
定
め
ら
れ
た
誤
差
の
範
囲

（
許
容
誤
差
）
を
超
え
て
い

な
い
か
。
▽
表
示
の
検
査
＝

内
容
量
、
計
量
単
位
、
事
業

所
名
、
住
所
の
表
示
内
容
が

正
し
い
か
。

■
検
査
事
業
所
へ
の
対
応
お

よ
び
検
査
結
果
の
発
表

【
検
査
事
業
所
へ
の
対
応
】

▽
許
容
誤
差
を
超
え
て
内
容

量
が
不
足
し
て
い
る
商
品

（
不
適
正
商
品
）
に
つ
い
て

は
、
そ
の
場
で
関
連
す
る
商

品
す
べ
て
の
再
計
量
を
指
示

す
る
と
共
に
改
善
指
導
を
お

こ
な
う
。
▽
不
適
正
商
品
が

多
い
事
業
所
は
、
必
要
に
応

じ
て
再
度
立
入
検
査
を
実
施

し
、
改
善
さ
れ
て
い
な
い
場

合
は
計
量
法
に
基
づ
き
改
善

勧
告
、
事
業
者
名
の
公
表
、

改
善
命
令
等
を
お
こ
な
う
。

【
検
査
結
果
の
発
表
】
8
月

下
旬
を
予
定

夏
期
の
商
品
量
目
立
入
検
査

を
実
施
し
ま
す

　

計
量
器
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

協
会
は
、2
0
1
9
年
度（
令

和
元
年
度
）
の
第
1
回
研
修

見
学
会
を
開
催
す
る
。

　

日
程
は
7
月　

日　

。
今

12

（金）

回
は
埼
玉
県
東
南
部
エ
リ
ア

の
ゴ
ミ
処
理
施
設
「
東
埼
玉

資
源
環
境
組
合
」と「
キ
ユ
ー

ピ
ー
五
霞
工
場
」そ
し
て「
首

都
圏
外
郭
放
水
路
」
の
3
カ

所
を
訪
れ
る
。

　
「
東
埼
玉
資
源
環
境
組
合
」

は
、
越
谷
市
、
草
加
市
、
八

潮
市
、
三
郷
市
、
吉
川
市
、

松
伏
町
の
5
市
1
町
で
組
織

さ
れ
管
轄
の
一
般
廃
棄
物

（
可
燃
ご
み
・
し
尿
）
の
処

理
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
1

日
の
ゴ
ミ
の
量
は
平
均
5
3

5
t
、
1
年
間
で
約　

万
6

16

0
0
0
t
の
ゴ
ミ
が
集
め
ら

れ
て
い
る
。
集
荷
さ
れ
た
ゴ

ミ
は
分
別
さ
れ
再
利
用
、
資

源
化
さ
れ
た
後
焼
却
処
理
が

お
こ
な
わ
れ
る
。
焼
却
で
発

生
す
る
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
発

電
を
お
こ
な
い
年
間
約
6
万

t
の
二
酸
化
炭
素
削
減
に
貢

献
し
て
い
る
。

　
「
キ
ユ
ー
ピ
ー
五
霞
工
場
」

は
、
国
内
9
カ
所
あ
る
工
場

の
1
つ
で
、
主
力
の
マ
ヨ

ネ
ー
ズ
・
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
の

製
造
を
手
掛
け
て
い
る
。
キ

ユ
ー
ピ
ー
は
、供
工
場
は
家
庭

の
台
所
の
延
長
僑
と
い
う
考

え
の
も
と
、
工
場
見
学
を

供
オ
ー
プ
ン
キ
ッ
チ
ン
僑
と

呼
ん
で
お
り
、
そ
の
歴
史
は

古
く
1
9
6
1
年
か
ら
活
動

を
開
始
し
て
い
る
。
当
時
食

品
業
界
で
は
生
産
現
場
を
公

令
和
元
年
度
第
1
回
研
修

見
学
会
開
催
の
お
知
ら
せ

開
す
る
こ
と
が
珍
し
か
っ
た

の
だ
が
、
商
品
が
ど
の
よ
う

に
生
産
さ
れ
て
い
る
の
か
目

の
前
で
見
て
も
ら
う
こ
と

が
、
商
品
の
理
解
に
つ
な
が

り
、
安
心
を
届
け
る
最
良
の

機
会
と
し
て
お
り
現
在
年
間

で
約
6
万
人
の
見
学
を
受
け

入
れ
て
い
る
。

　
「
首
都
圏
外
郭
放
水
路
」

は
、
国
道　

号
の
地
下　

m

16

50

に
建
設
さ
れ
た
総
延
長
6
・

3　

の
世
界
最
大
級
の
地
下

km

放
水
路
だ
。江
戸
川
と
中
川
、

大
落
古
利
根
川
に
挟
ま
れ
た

低
平
地
に
降
る
雨
を
各
河
川

か
ら
取
り
入
れ
、
地
下
で
貯

水
す
る
立
坑
と
流
下
さ
せ
る

地
下
水
路
、
そ
し
て
地
下
水

路
か
ら
水
を
排
出
さ
せ
る
排

水
機
場
等
で
構
成
さ
れ
る
施

設
で
近
隣
の
洪
水
被
害
を
防

い
で
い
る
。
日
本
が
世
界
に

誇
る
、
最
先
端
の
土
木
技
術

を
結
集
し
て
2
0
0
6
年

（
平
成　

年
）
6
月
に
完
成

18

し
た
。
水
を
取
り
込
む
立
坑

は
直
径　

m
、
深
さ　

m
に

30

70

お
よ
び
5
カ
所
に
埋
設
さ
れ

て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
直
径

　

m
の
地
底
ト
ン
ネ
ル
で
結

10ば
れ
て
い
る
。
重
量
5
0
0

t
の
柱
が　

本
も
そ
び
え
る

59

マ
ン
モ
ス
水
槽
に
毎
秒
2
0

0
3m
の
水
を
排
水
す
る
1

万
4
0
0
0
馬
力
の
タ
ー
ビ

ン
な
ど
、
全
て
が
想
像
を
超

え
る
ス
ケ
ー
ル
の
施
設
だ
。

　

見
学
会
当
日
は
、
貸
切
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
に
て
各
施
設
を

移
動
し
、
終
了
後
に
は
懇
親

会
も
計
画
さ
れ
て
い
る

【
日
時
】
2
0
1
9
年
7
月

　

日　

、
9
時
か
ら　

時

12

（金）

17

集
合
場
所
：
J
R
武
蔵
野
線

南
越
谷
駅
北
口
ロ
ー
タ
リ
ー

【
参
加
費
】2
0
0
0
円（
昼

食
・
施
設
見
学
料
含
む
）

【
懇
親
会
費
】
3
5
0
0
円

（
会
場
は
未
定
）

【
定
員
】　

名
20
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の
あ
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
。

も
し
も
あ
る
分
野
で
の
認
証

取
得
に
か
か
わ
る
入
札
条
件

が
大
幅
に
変
わ
る
な
ど
の
優

遇
措
置
に
大
き
な
変
化
が
あ

り
、
そ
れ
に
よ
り
劇
的
な
認

証
件
数
の
変
化
が
あ
る
の
で

あ
れ
ば
、
産
業
分
野
別
の
認

証
数
の
割
合
に
大
き
な
変
化

が
あ
る
と
思
わ
れ
、
2
0
0

9
年
（
計
6
万
1
7
1
3
組

織
）
と
2
0
1
5
年
（
計
3

万
4
4
3
5
組
織
）
の
1
0

0
分
率
を
上
位
か
ら
と
っ
て

み
た
グ
ラ
フ
が
図
3
で
あ
る

が
、
見
て
の
通
り
特
定
の
分

野
に
お
け
る
大
き
な
変
化
が

全
体
の
変
化
を
説
明
で
き
る

よ
う
に
は
見
え
な
い
。
こ
れ

か
ら
、
筆
者
と
し
て
は
、「
認

証
取
得
の
う
ま
み
が
な
く

な
っ
た
か
ら
、
I
S
O 
9
0

0
1
の
運
用
を
や
め
る
」
と

い
う
傾
向
が
単
純
な
主
因
と

は
ど
う
も
思
え
て
い
な
い
。

自
己
適
合
宣
言
へ
の
移
行
な

ど
も
含
め
た
複
合
的
な
原
因

と
思
わ
れ
る
が
、
筆
者
は
ま

だ
よ
く
理
解
で
き
て
い
な

い
。

　

I
S
O 
9
0
0
1
は
、

サ
ー
ビ
ス
産
業
な
ど
へ
の
適

用
を
容
易
と
す
る
た
め
か
、

改
定
後
は
よ
り
ど
の
分
野
の

組
織
に
も
適
用
し
や
す
い
一

般
化
し
た
要
求
事
項
と
な
っ

て
お
り
、
筆
者
は
製
造
業
へ

の
要
求
が
弱
く
な
っ
た
よ
う

な
懸
念
を
持
っ
て
い
る
。
む

し
ろ
、
I
S
O 
9
0
0
1
は

一
般
化
に
進
み
、
今
ま
で
の

対
象
に
な
り
に
く
か
っ
た
分

野
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
注
力

す
る
一
方
で
、
あ
る
特
定
の

産
業
セ
ク
タ
ー
に
お
い
て
、

そ
の
セ
ク
タ
ー
固
有
の
追
加

要
求
事
項
を
入
れ
た
要
求
事

項
を
追
加
す
る
こ
と
に
よ
り

信
頼
性
を
高
め
る
活
動
が
重

要
に
な
る
の
か
も
し
れ
な

い
。

　

次
回
は
、
こ
の
セ
ク
タ
ー

固
有
の
規
格
に
つ
い
て
紹
介

す
る
こ
と
に
す
る
。

品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

認
証

　

こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、

マ
ー
ク
制
度
あ
る
い
は
製
品

認
証
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
る

こ
と
が
多
か
っ
た
。
今
回
は

世
の
中
で
認
証
と
い
う
と
I

S
O
認
証
と
い
う
く
ら
い
メ

ジ
ャ
ー
な
I
S
O 
9
0
0

1
の
認
証
に
つ
い
て
取
り
上

げ
る
こ
と
に
す
る
。

　

そ
も
そ
も
I
S
O 
9
0

0
1
と
は
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
（
Q
M
S
と

し
ば
し
ば
略
称
す
る
。）の
要

求
事
項
に
つ
い
て
の
国
際
規

格
で
あ
る
。
日
本
国
内
で
こ

の
規
格
に
適
合
し
て
い
る
と

し
て
認
証
を
受
け
て
い
る
組

織
は
数
万
に
上
り
、
こ
の
国

際
規
格
は
J
I
S 
Q 
9
0

0
1
と
し
て
日
本
産
業
規
格

に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
規
格

は
、
企
業
な
ど
が
、
顧
客
や

社
会
な
ど
が
求
め
て
い
る
品

質
の
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
常

に
提
供
す
る
た
め
の
仕
組
み

に
つ
い
て
の
世
界
共
通
の
規

格
で
あ
る
。
最
新
版
の
I
S

O 
9
0
0
1
：
2
0
1
5

の
大
原
則
と
し
て
は
、
顧
客

重
視
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、

人
々
の
積
極
的
参
加
、
プ
ロ

セ
ス
ア
プ
ロ
ー
チ
、
改
善
、

客
観
的
事
実
に
基
づ
く
意
思

決
定
、
関
係
性
管
理
の
7
つ

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
規
格
は
、
あ
る
組
織

に
と
っ
て
の
顧
客
が
、
納
入

元
で
あ
る
組
織
が
継
続
的
に

顧
客
が
必
要
な
品
質
を
供
給

で
き
る
仕
組
み
を
持
つ
と
判

断
す
る
基
準
と
し
て
使
う
こ

と
が
で
き
る
と
さ
れ
、
購
入

側
か
ら
の
納
入
条
件
あ
る
い

は
入
札
要
件
の
1
つ
に
採
用

さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

　

特
に
あ
る
分
野
の
購
入
者

が
、
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
組
織
に
対
し
て
、
こ

の
I
S
O 
9
0
0
1
の
要

求
事
項
を
満
た
し
て
い
る
こ

と
を
認
証
機
関
に
よ
る
認
証

の
取
得
に
よ
り
実
証
す
る
こ

と
を
顧
客
が
要
求
す
る
な
ら

ば
、
そ
の
組
織
は
否
が
応
で

も
、
そ
の
分
野
で
I
S
O 
9

0
0
1
の
認
証
を
お
こ
な
っ

て
い
る
認
証
機
関
に
認
証
を

申
請
す
る
こ
と
に
な
る
。
J

A
B
（
公
益
財
団
法
人 
日
本

適
合
性
認
定
協
会
）
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
見
れ
ば
、
組
織

の
各
業
務
分

野
で
の
認
証

に
対
し
て
そ

の
能
力
が
あ

る
と
し
て
認

定
を
受
け
て

い
る
認
証
機

関
を
見
つ
け

る
こ
と
が
で

き
る
。
J
A

B
に
認
定
さ

れ
て
い
る
Q

M
S
認
証
機

関
は
現
在　
39

機
関
あ
る
。

　

晴
れ
て
認

証
を
取
得
す

れ
ば
、
図
1

に
あ
る
通
り
、
第
三
者
の
お

墨
付
き
を
受
け
た
こ
と
に
な

り
、
顧
客
の
信
頼
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
。
認
定
機
関

に
認
定
さ
れ
た
認
証
機
関
に

よ
る
認
証
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

い
っ
た
ん
取
得
す
れ
ば
他
の

顧
客
（
た
と
え
国
外
顧
客
で

も
）
が
同
様
の
要
求
を
し
た

時
に
も
有
効
で
あ
る
こ
と
で

あ
る
。
や
や
間
接
的
な
効
用

と
し
て
は
、
銀
行
に
よ
っ
て

は
融
資
の
金
利
に
認
証
取
得

企
業
に
対
し
て
は
優
遇
措
置

を
与
え
る
と
こ
ろ
も
あ
れ

ば
、
保
険
契
約
に
つ
い
て
の

優
遇
を
す
る
保
険
会
社
も
あ

る
。
ま
た
、
I
S
O 
9
0
0

1
は
消
費
者
へ
の
認
知
が
進

ん
で
い
る
た
め
に
、
組
織
が

継
続
的
に
品
質
を
担
保
で
き

る
こ
と
を
消
費
者
に
訴
求
し

や
す
く
な
る
こ
と
も
あ
る
で

あ
ろ
う
。

　

そ
う
聞
く
と
良
い
こ
と

ば
っ
か
り
に
聞
こ
え
る
が
、

実
は
I
S
O 
9
0
0
1
の

認
証
組
織
の
数
は
図
2
に
あ

る
よ
う
に
、
中
国
を
例
外
と

し
て
全
世
界
的
に
は
頭
打
ち

で
あ
り
、
日
本
に
あ
っ
て
は

2
0
0
6
年
を
ピ
ー
ク
に
ほ

ぼ
半
減
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
図
2
に
は
必
ず
し
も

見
え
て
い
な
い
が
、
最
近
の

品
質
偽
装
問
題
で
は
、
認
証

を
受
け
て
い
る
組
織
で
問
題

が
発
覚
し
、
後
追
い
で
認
証

の
取
り
消
し
が
起
こ
っ
て
い

る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
、
認

証
へ
の
信
頼
に
傷
が
つ
い
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
例
で

顧
客
に
お
い
て
認
証
の
信
用

失
墜
が
お
こ
る
と
顧
客
は
認

証
取
得
組
織
に
対
す
る
特
別

扱
い
を
や
め
る
こ
と
も
あ
り

え
る
だ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
場

合
、
特
別
扱
い
を
期
待
し
て

認
証
の
取
得
を
続
け
て
き
た

組
織
に
と
っ
て
、
認
証
の
維

持
へ
の
動
機
が
低
下
す
る
で

あ
ろ
う
。

　

ま
っ
た
く
逆
に
、
一
度
は

I
S
O 
9
0
0
1
の
認
証

を
受
け
た
も
の
の
、
I
S
O 

9
0
0
1
に
沿
っ
た
運
営
が

組
織
の
隅
々
に
浸
透
し
、
外

部
機
関
に
よ
る
認
証
を
受
け

な
く
て
も
十
分
に
I
S
O 

9
0
0
1
へ
の
適
合
を
続
け

ら
れ
る
と
い
う
確
信
を
持
っ

た
組
織
も
出
る
か
も
し
れ
な

い
。
そ
の
組
織
が
そ
の
顧
客

か
ら
認
証
を
要
求
さ
れ
て
お

ら
ず
、
対
外
的
な
優
遇
を
目

的
と
し
な
い
組
織
で
あ
れ

ば
、
コ
ス
ト
の
か
か
る
第
三

者
で
あ
る
認
証
機
関
の
認
証

を
受
け
続
け
る
の
で
な
く
、

認
証
を
返
上
し
自
己
適
合
宣

言
を
お
こ
な
っ
て
自
ら
の
監

査
を
軸
に
I
S
O 
9
0
0

1
に
適
合
し
た
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
運
営
を
し
て
い
る
と
主
張

す
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
。
そ
れ
は
規
格
の
意
図

か
ら
い
っ
て
す
ば
ら
し
い
こ

と
で
は
あ
り
、
規
格
に
適
合

し
た
組
織
は
減
ら
な
い
も
の

の
、
認
証
は
返
上
さ
れ
る
の

で
見
か
け
上
の
認
証
件
数
は

減
少
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

　

前
者
と
後
者
の
ど
ち
ら
が

日
本
の
認
証
件
数
の
減
少
を

説
明
し
て
い
る
の
か
は
興
味

計
量
と
適
合
性
評
価

計
量
と
適
合
性
評
価

計
量
と
適
合
性
評
価
（12）

長
野
計

長
野
計
器器

技
術
顧

技
術
顧
問問

奈
良
広

奈
良
広
一一

図−2　 ISO 9001認証数の変化

図−1　認証の効用

と
う
き
ょ
う
の
計
量
④
⑤
面
の
つ
づ
き

図−3　産業別の認証数（100分率）の変化
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